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研究成果の概要（和文）：　超高齢社会において、高齢者の早期認知症診断を目指した身体運動・体性感覚評価
法の開発を進めることは重要である。本研究は、認知症リスク判定装置・ソフトウェアを設計した。このシステ
ムによって、能動・受動的運動制御の特性について計測できた。運動調節の特性や、運動調節時の脳活動を確認
することができる。また、視線検出システムを用いて、正常者並びに神経疾患患者のサッケード特徴についても
計測することが出来た。早期の認知症リスクのサッケードなどの特徴抽出を行うための基礎データを得ることが
出来た。

研究成果の概要（英文）：　In a super-aged society, it is important to push forward the development 
of the kinesiology and somatic sensation rating system aiming at the early dementia diagnosis of the
 elderly person.This study designed a dementia risk characterization device and software.By this 
system, we were able to measure the characteristic of active and passive control characteristics.We 
were able to  confirm a brain activity and a characteristic of exercise adjustment during exercise.
In addition, using eye-gaze tracking system, we were able to measure it about the saccade 
characteristic of a normal person and patients with neurologic disease.We were able to obtain 
characteristic basics data such as the saccade to extract it at an early dementia risk.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在超高齢社会を迎えており、今後の対応すべき社会的課題の1つは、近い将来3千万人になるとも言われるま
だ認知症を発症していない高齢者の認知機能を早期に評価・把握し、効率的な予防サービスを構築することであ
る。高齢者の早期認知症診断を目指した身体運動・体性感覚評価法の開発を進めることは重要であり、実用的な
認知症リスク判定システムが求められている。本研究は、認知症リスク判定装置・ソフトウェアを設計・試作
し、能動・受動的運動制御における運動調節の特性や、運動調節時の脳活動を確認することに成功した。今後
は、本研究成果を応用することにより、効率の良いリハビリ手法の提案を行うことができると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在、わが国は国民の 4 人に 1 人が 65 歳以上という超高齢社会を迎えており、2035 年に

は 3 人に 1 人が 65 歳以上になることが推計されている。現在、65 歳以上の高齢者のうち、4 
人に 1 人が認知症と軽度認知障害であると計算されている。今後の対応すべき社会的課題の 1 
つは、近い将来 3 千万人になるとも言われるまだ認知症を発症していない高齢者の認知機能を
早期に評価・把握し、効率的な予防サービスを構築することである。 
２．研究の目的 
（１）早期認知症診断を目指した、ハードウェア・ソフトウェアの設計・試作 
（２）臨床現場に生かす事の出来る早期認知診断システムの実証実験を通した改良 
３．研究の方法 
（１）早期認知症診断を目指した、ハードウェア・ソフトウェアの設計・試作 1：運動機能に
着目した認知機能の評価可能であると考えられる手法（自己運動に対する体性感覚減衰測定）
を用いて、数十名規模の被験者を対象にした評価実験を行う。 
（２）早期認知症診断を目指した、ハードウェア・ソフトウェアの設計・試作 2：スタンバー
グ課題を応用した視線探索課題における視線を用いたシステムの作成および反応速度測定を行
うことで、視線運動と認知機能の関係評価可能であるか検討する。 
 
４．研究成果 
 以下に研究成果の一部を示す。 
（１）運動機能に着目した認知機能の評価可能であると考えられる手法（自己運動に対する体
性感覚減衰測定）を用いて、数十名規模の被験者を対象にした評価実験を行った。 
 外部研究では、手指のみの感覚減衰測定が行われていたが、足指においても顕著な感覚の減
衰が存在することが明らかとなった。 

 
次に、利き腕、男女差において感覚の減衰に特徴があるかの基礎データを取得した。 

左上図：右利き右手で再現時の測定結果  
右上図：右利き左手で再現時の測定結果  
左下図：左利き右手で再現時の測定結果  
右下図：左利き左手で再現時の測定結果 
を示す。 
男女における感覚減衰量の比較を行っ

た結果、右利きの被験者が左手で再現する
場合のみ感覚の減衰量に有意差があり、そ
の他の条件では、右手で再現する場合も左
手で再現する場合も、感覚の減衰量に男女
間の有意差はなく、右利きの被験者が左手
で再現する場合のみ感覚の減衰量に男女
差があることがわかった．このことから、
右手での感覚の減衰の応答および、左利き
の被験者の感覚の減衰の応答は、性別に依
存しないと示唆された． 
また、モータを用いたシステムを応用し、

能動・受動に対する周波数特性の正常被験
者のデータも取得することが出来、高齢者
のデータと比較するためにコントロールデータを取得することが出来た. 
 
 
 



（２）スタンバーグ課題を応用した視線探索課題における視線を用いたシステムの作成および
反応速度測定を行うことで、視線運動と認知機能の関係評価可能であるか検討した。 

 
脳疾患患者の視線特性を調査した結果以下の事が明らかとなった。 

・脳疾患患者は滑動追従運動の発現が顕著に少ない 
・滑動追従運動中に急にサッケードを起こし，指標から視線を外してしまう 
・サッケード潜時が長くなる 
脳疾患患者は、脳に明らかに異常がある被験者であったため、認知症の患者を模擬した実験デ
ータを取得することが出来たため、今後は高齢者のコントロールデータ、早期認知症患者で計
測する予定である。 
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